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出
版

点
数
は

六

六

点
あ

げ

る

事
が

出
来
た

が
、

こ

の

ほ

か

に

も

あ
る

か

も
知
れ

な

い
。

寛
政

六

年
の

「
雁
風
呂』

が

最
初
に

出

版
さ

れ

た

俳
占
で

あ

る

が
、

寛
政

卜
年

に

は
、

四

点、

文

化．
兀

年
に

は
六

点
、

と

点
数
が

増
え
る

。

文
化
年
間
は

年
に

よ

っ

て

増
減
は

あ

る

も
の

の
、

多
い

年
で

ヒ

点、

少

な
い

年
で

は
、

一
、

点
で

あ
る

。

た

だ、

俳

諧
摺
物
な
ど

の
．

枚
物
を
出
し

て

い

た

事
な
ど

を

考
え
る

と
、

点
数
が

少
な

い

年

が

そ
の

活
動
が

低
調
で

あ
っ

た

と

は、
言

［

え
な

い
。

　

文
政

に

入
っ

て

か

ら
は
、

ほ

ぼ

毎
年
一

点
を
数
え

る

の

み

で
、

確
か

に

そ
の

活
動

が

低
調

に

な
っ

た

と

言
え
る

。

文
政

f一
．

年
の

「
な

な
も
し

き
』

で

そ

の

出
版

活
動

を

終
え
る

が、

そ

れ
ま
で

文
政
五

年
か

ら

十
．

年
ま

で

は
、

出
版

さ

れ

た

も
の

を
確

認

す
る

こ

と

は

出
来
な
か
っ

た
。

　

　

　
　
　
「

花
供
養
』

の

出
版

　

「
花
供
養』

は

天
明
六

年
に、

京
の

東
山

に

芭
蕉
堂
を
創
立

し

た

闌
更

が、

年
々

三

月
十、
一
日
に
、

花
供
養
を

行
い
、

そ

れ

を

記
念
し

て

刊
行
さ
れ

た
。

天

明
六

年
か

ら

「
花
供
養』

の

出
版
元

は、

菊
舎
太
兵
衛
で

あ
っ

た

が、

寛
政

八、

九

年
は

「

芭

堂

蔵
板
」

と

あ
っ

て
、

出

版
元
が

定
か

で

は

な
い

。

寛
政
十
一

年
に

は
、

勝
田

喜
右

衛
門
と

勝
田
善
助
と

の

相
版
と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

後
、

勝
田

善
助

単
独
と

な
り

、

文

化
九

年
ま
で

続

く。

そ

の

問、

出
版
さ

れ

な
か

っ

た

年
も
あ
る

が
、

十

年
間
は

、

勝

田
善
助
が
こ

の

全
国
規
模
の

年
間
撰
集
の

出
版
に

関
わ
っ

た

こ

と

は
、

特
記
す

る

べ

き
こ

と
で

あ
っ

た
。

こ

の

間
の

芭
蕉
堂
は

蒼
軋

で

あ
っ

た
。

　

　

　
　

金
沢
の

俳
書
の

出
版

　

勝
田

善
助
は
、

金
沢
の

俳
書
を
多
く
出
し

て

い

る
。

特
に

、

文
化
年
間
に

活
躍

し

た

暮
柳
舎
車
大
の

編
集
し

た

俳
書
を

多
く
出
し

て

い

る
。

車
大
の

年
間

春
帖
「
く

さ

摘
』

を

毎
年
出
版

し

て
い

た

し
、

ほ

か

に

金

沢

の

圃
辛
亭
甘
谷
の

年
間

春
帖
「
苗
し

ろ
』

や

趙
翠
台
眉
山

の

春
帖
「

花
の

兄』

も
出
し

て

い

た
。

『

花
供
養
』

の

出
版

元

で

あ
り、

金

沢
出

身
の

芭

蕉
堂

蒼
乢
と

関
係
が

深
か
っ

た

こ

と

が、

金
沢
の

俳
人
と

の

関
係
に

も
及

ん

だ

事
な
の

で

あ

ろ

う
か

。

と

も
か

く
右
に

あ
げ
た

勝
田

善
助

の

出

版
点
数

六

六

点
の

う
ち、
．
．

一

点
に

の

ぼ

り
、

ほ

ぼ、
二

分

の
一

が

金
沢
の

俳
書
で

あ

っ

た
。

　
　

　

　

俳
人
橘
栄
堂

　
俳

人
と

し

て

橘
栄
堂
の

句
は
、

『
花
供
養
」

に

多
く
載
っ

て

い

る
。

恐
ら

く
芭
蕉

堂
蒼
軋
の

門
人

で

は

な

か
っ

た

か

と

推
測
さ

れ

る
。

ま
た

先
に

あ
げ
た

金
沢
の

俳

人

の

俳
書
に

は

必

ず
載
っ

て

い

る
の

も
注
目
さ

れ

る
。

こ

こ

で

も

勝
田

善
助
と

金

沢

と

深
い

関

係
が

窺
わ

れ
る

の

で

あ
る

。

諸
俳
書
よ

り

橘
栄
堂

の

句
を
あ
げ

て

み

る
。

・

や

ま

さ

く
ら

も
と
き

し

み

ち
を
わ
す

れ

け
り

　
洛

　
橘
栄
〔
『
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供
養
」

享
和
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・

散
花
に

道
は

分

か

ら

ぬ

よ

し

野

山
　
洛
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〔
『

花
供
養
』

文
化
2）

・

人

声
や

霞
の

中

の

山

さ

く
ら

　
京
　
橘
栄
（
『

花
供
養』

文
化

3）

・

か

げ

ろ

ふ

の

草
に

声
あ
り
夜
の

殿
　
京
　
橘
栄
（
「
く
さ

摘
」

文
化
4）

・

花
の

か

げ
に

我
も
飯

く
ふ

ひ

と

り
か

な

　
京

橘
栄
（
「

花
供

養
』

文
化
4）

・

梅
か

香
に

田

寉
さ
へ

古
く
な

り

に

け
り

　
橘
栄
堂

島

春
の

も

の
』

文
化
5）

・

笄
に

桜
ち
ら

す
な
小
傾

城
　
洛
　
橘
栄
（
『
花
供
養
』

文
化
6）

・

梅
咲

や

雨
の

あ

し

た

の

芝
築
地

　
京

　
橘
栄
（
「

く
さ

摘
』

文

化
6）

・

松
の

葉
の

か

さ

な

る

物
よ

春
の

雨

　
橘
栄
堂
（
『

春
の

も
の
』

文

化
6）

・

蝶
の

飛
ほ

ど
に

の

び

た

る

野

草
か

な
　
橘
栄
〔
『

く
さ

摘
』

文
化
9）

・

き

く
咲

や

折
事
な

ら
ぬ

菊
ば

か

り

　
京
　
橘
栄

（
「
見
果
ぬ

ち

り
』

文
化
10）

・

春
の

夜
の

仇
に

更

行
灯
か

な

　
京
　
橘
栄
〔
『

く
さ
摘』

文

化
10）
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文
化
八

年

○
「

四

時
の

つ

き
』

「
四

時
の

か

せ
」

中
二

冊

　
車
大

編
　
石
叢
序
　
勝
出

善
助

○
「

は

ま
ち

と
り

』

半
一

冊

　
幸
庵
竹
斎
編

　
楮
店
竹
雄
序

　
圭

雨
跋

　
京
都
勝
川

　
　
　
　

　
　
　

善
助

文
化
九

年

○
　
『丱
化

供
養
』

　由
干
．

冊…
　

荅竹
乢
編…
　

芙−
几

序
　
　

篤
帆

七

跋
　
　亠
県

都眦
胯m
出

盖
冂

助

○
『

松
蔭
集
』

半
、

冊

　
鳥
翠
編

　
霞

外
校
　
松

崔
霞
外
序
　
京
都
勝
田

善
助

文
化
十
年

○
『
く
さ

摘
」

半
、

冊

　
車
大
編

　
京
都
勝
田

善
助

0
「
春
事
帖
」

半
．

冊

眉
山
編

勝

田

善
助

○
『
見
果
ぬ

ち

り
』

半
一

冊
　
紫
石
編

　
自
序
　
勝

田
善
助

○
『
常
盤
樹
」

半
．

冊

　
茂
良
編

　
武
西
圧

序

　
京
都
勝
田

善
助

○
『

浪
速
帖
」

半
．

冊

　
鍜
月
編

　
京
都
勝
川

薺
助

○
『

龍
門

曾
』

半
、

冊

　
關
叟
編

　
秉
心
堂

履
視
跋

　
京
都
勝
田
善
助

文
化
十
一

年

○
『

く
さ

摘
』

半
一

冊

車
大
編

京
都
勝
川

薺
助

○
『

木
公

集」

半
　
冊

　
松
隣
編
　
樗
堂

序
　．一、
津
人
序
　
篤
老
跋
　
京
都
勝
出

善

　
　
　
　

　

助

○
「

さ
々

な

み

集
』

半
一

冊
　
叡
美
編

　
松
亭
蜃
州

序

　
擽
道
人

瓜
坊
跋

　
京
都
勝

　
　
　
　

　
　
　

田
善
助

○
「

養
老
の

秋
』

半
．

冊
　

起
石
編
　

京

　
勝

田
善
助

文
化

卜
二

年

○
「

く
さ

摘
』

半
一

冊

　
車
大
編

　
京
都
勝
田

善
助

○
「
道
の

と

も
し』

半
一

冊
　
車
大
編
　
芸
台
樵
夫
序

　
自
跋
　
京
都
勝
田

善
助

○
「
安
伎
乃
曽
羅』

半
一

冊
　
鷺
橋
編
　
松
亭
蜃
州
序
　
如
風
跋

　
京
都
勝
田

善
助

○
「
哥
仙
墳
」

半
一

冊

鷺
橋
編

松
亭
蜃
州
序

如
風
跋

京
都
勝
田

善
助

○
「
百

家
交
筆

　
お

く
の

細
道
」

卞
二

冊

　
芭
蕉
編

　．．一
津
入
編

　
京
都
勝
田

善
助

○
「

伊

勢
文
庫
』

半
一

冊

　
万
堂
編

　
自
序

　
俳
諧
書

林
　
京
烏
丸
下

立

売
上

ル

　
　
　
　
　
　
　
勝
田

善
助

文
化
卜

四

年

○
『

く

さ

摘
』

半
．

冊

　
車
大
編
　
京
都
勝
田

善
助

○
『

無
量
品
』

半
一

冊

　
青
々

所
卓
池
編
　
自
序
曙
篭
秋

挙
跋

　
京
都
勝
田

善
助

文
化
十

ん

年
（
文
政、
兀

年）

○
『

た

か

む

し
ろ」

半
．

冊

青
々

所
卓
池
編

自
序
曙
蕎
挙
跋

京
都
勝
田

善
助

○
「
厳
島
奉
納

集一
．

編』

半
．

冊

篤
老
園

編

自
序

俳
諧
書
林

京
鳥
丸
下
立

　
　
　
　
　
　
　

　
　

売
ヒ
ル

　

勝
田

善
助

文
政．
一
年

○一
『

瀑
禅宀
疋
』

　

半
．

冊…
　
主

同

蔵
菴
野
渡
編
　
　亠
从

都
勝
田
並口
助

文
政
三

年

○
『

さ

れ
公

翌

半
．

冊

　
五

彩
堂

桐
栖
編
　
九

梁
序

　
祐
之
跋

　
京
都
勝

田
善
助

文
政
四

年

○
「
万
家
人
名
録
拾
遺』

大

二

冊

放
雀
園

長
斎
編

咏
涼
亭
松
子

．
．

清
園
呉
山

　
　
　
　
　
　
　

　
　

校
　
呉
山

等
画
　
月
居
序
　
多
代
女
序
　
京
都
勝
旧

橘
栄

　
　
　
　
　
　
　

　
　

堂

文
政
i、
一
年

0
「
な

な

し

も
き』

半
一

冊
　
眉
山
編

　
自
序

　
京

　
勝

田
善
助
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○
仮
題
『

眉
山

春
帖
」

半
一

冊
　
眉
山

編
　
勝
川

善
助
（
「

加
能
俳

諧
史』
）

文
化

元

年

○
「

蝿
は

ら

ひ
』

半
一

冊
　
魚
心
等
編

　
寶
晋
堂

呉

山
序
　
京
都
橘
栄
堂
勝
田

善
助

　
　

　
　

　
　

下
　・
　

「

　
　

　
　

　
　

夕
　
　

車

○
「

花
供
養』

半
一

冊

蒼
乢

編

執
占
堂
葦
笠
序

京
都
橘
栄
堂

勝
田

善
助
・

桃

　
　

　
　

　

林
堂
勝

田

喜
右
衛
門

○
「

く
さ

摘
』

半
．

冊

　
車
大
編

　
勝
田

善
助
・

勝
田
喜
右
衛
門

○
「

苗
し

ろ
」

半
．

冊

　
甘

谷
編

　
白
狐
序
　
勝
田

喜
右
衛
門
・

勝

田

善

助

○
「

釣
竿』

半
一

冊
　
圃
丈
編
　
自
序
　
京
都
橘
栄
堂

○
「

続
柞
原
集』

半
一

冊

馬
仏
編

勝
田
喜
右
衛
門
・

勝
田

善
助

文
化
二

年

○
『

苗
し

ろ
』

半
一

冊

　
甘

谷
編

　
蘭
阜
序
　
勝

田

喜
右

衛
門
・

勝

田

善
助

○
「

ま
し

り
咲
』

中
．

冊
　
車
大
編
　
挙
遠
序
　
蒼
虹

跋
　
勝
田

喜
右
衛
門
・

勝
田

　
　

　
　

　
　

善
助

○
「

花
供
養
』

半
一

冊
　
蒼
乢
編

　
白
鴎
居
千
賀
雄
序
　
京
都
勝
田

善
助
・

勝

田
喜

　
　

　
　

　

右
衛
門

○
「

南
無
秋
の

夜
」

草
丸
編
　
源
正

房
跋
　
京
　
桃
林
堂

勝
田

喜
右
衛
門
・

橘
栄
堂

　
　

　
　

　
　

　

勝
田

善
助

文
化，．一
年

○
「

く
さ

摘
」

半
．

冊

　
車
大
編

　
勝
田

善
助

○
「

花
供
養
」

半
一

冊

　
蒼
乢

編
　
志
宇
序
　
京
都
橘
栄
堂
勝
田

善
助

○
「

旅
日

記
」

大
一

冊

　
河
洲
編

　
竹
巣
月
居
序
　
平
安
占
林
橘
栄

堂
勝
田

善
助

文
化
四

年

⊂） ○⊂）　○ 　⊂）　○ 　⊂）

『
花
供
養
」

半
．

冊

　
蒼
軋

編
　
沽
雪

序
　
勝
田

溥
助

「
く
さ

摘
』

半
．

冊

　
車
大
編

　
京
都
橘
栄
堂
勝
田

薄
助
・

桃
林

堂
勝

田

喜
右
衛

　
　

　
　

門

　
錦
小
路
ヒ

　
桃
林
堂
勝
田

喜
右
衛
門

「
花
の

兄
」

半
．

冊

　
眉
山

編
　．
平
安
仕日
林
橘
栄
堂

　
勝
田

善
助

『
長

月
集
」

半
、

冊

　
威
如

斉
序
　
侭
世

跋
　
勝
田

善
助

「
ま
つ

の

月
』

呪 ．
、

冊
　
如

阜
編
　
器
一

序
・

五

来
跋
　
京
都
橘
栄
堂
勝
田

善
助

『
心

の

し

み

つ
」

半
．

冊
　
古
音
編

　
桃
甫
序
　
麦
宇
跋
　
京
　
勝
川

善
助

「
発
句
金

蘭
集
」

中．
一
冊

　
瑞

馬
編
　
自
序
　
米
彦
序

　
野

田

治
兵
衛
　
勝

田

善

　
　

　
　

　
　
助

文
化
在

年

O
『
く
さ
摘
』

半
．

冊

　
車
大

編
　
京
都
橘
栄
堂

勝
田
善
助

○
『
四

季
禽
獣
　
生

自
物
」

中．
一
肝
　
車
大

編
　
京
都
橘
栄
堂
勝
田

善
助

○
『
春
の

も
の
』

半
一

冊

　
眉
山

編

　
自
跋

　
勝
田

善
助

文

化
六

年

○
『
く
さ
摘
』

半
一

冊

　
肛
大

編

　
京
都
橘
栄
堂

勝
田

善
助

○
『
花
供
養
』

半
一

隧

　
蒼
軋

編

　
文
常
序
　
大
無
跋
　
勝
田

善
助

○
『
春
の

も
の
』

半
一

冊
　
眉
山

編
　
由
居
序
　
勝
田

善
助

C
『
蓬
莱
讃
』

半
一

冊

晋
万
和
編

京
都
勝
田
善
助

○
『
草
神
楽
」

半
四

冊
　
梅
夫
編

　
L
郎
13
　
京
都
勝
田

善
助

文
化
ヒ

年

○
『
ふ

た
葉

草
集
卯
巻』

小
四

冊
　
正
風

道
場
升
六

編
　
京
都
勝
田

善
助

○
「
霜
月
十一．一
日

』

半
一

冊

青
彦
編

自
跋

京
都
勝

田
善
助

○
「
春
秋
篇』

半
一

冊
　
晋
万

和
編
　
自
序
東
埜
跋

　
京
都
勝
田

善
助
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俳
諧
書
林
勝
田

善
助
の

出
版
活
動
と
俳
人
橘
栄
堂

勹
口

σ

自
ω

7

奠
Oh

國
餌

涛
巴
−

圏
麟
一

ω

9
国

N
 

昌
リ゚

ロ

屏

  ．
ω

「
儒

已
ぱ
餌

鳥

自
＞
o
鼠
く

三
〇
ω

穹
◎

霞
麟

二

監

図
騨
ω

蛋
o

置
o

大

　
西
　
紀
　
夫

02

一

uり
＝
同

ZO

二
〇

　
　

　
　
　

は

じ

め
に

　
俳

諧
書
林
が

出
版
活
動
の

か

た

わ
ら、

余
技
と
し

て

俳
諧
を
嗜
む

こ

と

は、

か

な

り
あ
っ

た

よ

う
で
、

蕪
村
門

下

の

橘
仙
堂
こ

と

平
野
屋
善
兵

衛
が
、

俳
入

橘
仙
と

し

て
、

諸
俳
書
に

句
を

寄
せ

て
い

る

こ

と
な
ど
は

そ

の
一

例
で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

橘
仙
よ

り
も
少
し

後
の

文
化
年
間

に

主

に

俳

書
を

専
門
に

出
版
し

た

京
都
の

書
肆
河
内
屋

善
助
こ

と

勝
田

善
助
も
同
じ
よ

う
に
、

「

橘
栄」

と
し
て

自
ら

出
版
し

た

俳
書
に

句
を
載
せ

て

い

る
。

俳

諧
の

専
門
店
で

あ
っ

た

こ

れ

ら

の

書
林
が
、

俳
諧

師
と

の

付
き

合
い

の

な
か

で、

俳
諧
を

嗜
む

よ

う
に

な
る

の

は

ご

く
自
然
な
こ

と

で

あ
っ

た
。

本
稿
で

は、

京
都
の

俳
諧
書
林
勝

田

善
助
の

出
版
傾
向
と

俳
人
で

あ
っ

た

橘
栄

堂
に
つ

い

て

述
べ

て

み

た
い

。

　
　

　
　

勝
田
善
助
の

出
版
活
動

　

勝
田
善
助

は
、

『

万
家
人
名
録
」

（

長
斎
編

　
文

化
一

〇
）

に

は
、

「

橘
栄

　
勝
田

氏
　
号
橘
栄
堂

、

俗
称
河
内
屋
善
助、

蕉
門
俳

諧
書
林、

京
都
烏
丸
通
下

立

売
上

住
」

と

あ
り
、

「

新
選
俳
諧
年
表
』

（
大
西
｝

外
・

平
林
鳳

二
）

で

は
、

「

橘
栄

、

勝

田

氏、

通
称
河
内
屋

善
助
、

橘
栄

堂
と

号
す

。

俳
諧
書
肆
た

り、

京
都
人、

文
化
年
中
」

と

記
す

。

　
ま
た
、

「
日

本
書
誌
学
体
系
76
　
改
訂
増
補
　
近
世
書
林
版
元

総
覧
』

に

は
、

「

河

内
屋

善

助
　
橘
栄
堂

　
勝
田

氏

　
京
鳥
丸
F
立

売

　
雁
風
呂

（
俳
書）

寛
政

6
合

追
善
・

華
罌
栗
（
日

々

庵
浦
や

す
等）

天

保
※

蕉
門
俳
諧
書
林
」

と
載
っ

て

い

る。

　
ま

ず
年
毎
の

出
版
活
動
を

見
て

み

た
い
．、

寛
政

六
年

○
『

雁
風
呂
』

半
一

冊

呂
蛤
編

重
厚
序

平
安
書
肆

橘
仙

堂
・

橘
栄
堂

刊

寛
政
七

年

○
『
俳
諧
秘
書
　
い

し

ず
ゑ

抄
』

半
二

冊

　
為
角
著

　
京
都
橘
栄
堂
善
助

寛
政
九

年

○
『
は

い

か

い

　
も
も
ち
と
り

』

半
一

冊
　
一

鳳
編

　
自
序
　
京
都
橘
栄
堂
善
助

寛
政
十
年

○
「
俳
諧

風
雅

崖
』

半
一

冊

閑
空
等
編

漁
浪
居
上

序

橘
栄
堂
善
助

○
『

こ

そ
の

し
ほ

り
」

半
一

冊

斗
酔
編

亞

渓
序

京
都
橘
栄

堂
善
助

享
和
三

年

○
『

花
供
養
』

半
一

冊
　
京
都
書
林

　
烏
丸
通
下

立

売
ル

町
　
勝
田

善
助
／

御
幸
町

　
　
　
　

　

錦
小
路
上

ル

町

　
勝
田

喜
右
衛
門
梓

お

お

に

し
　
の

り
お
（
経
営

情
報
学

科）

一 34一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


